
王
心
斎
格
物
説
と
王
一
庵
誠
意
説
に
つ
い
て

荒

木

龍

太

郎

【
要
旨
】

本
稿
は
王
心
斎
の
弟
子
・
王
一
庵
が
心
斎
の
本
末
格
物
説
（
「
淮
南
格
物

説
」
）
を
受
容
し
な
が
ら
も
独
自
の
誠
意
説
を
展
開
し
た
論
理
を
明
ら
か
に

し

、

一

庵

の

良

知

説

が

陽

明

良

知

説

を

根

抵

か

ら

変

質

さ

せ

た

意

味

を

究

明
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

王
心
斎
・
格
物
説

良
知
現
成

王
一
庵

誠
意
説

第
一
章

は
じ
め
に

王
心
斎
（
一
四
八
三
～
一
五
四
〇
）
は
陽
明
門
下
で
非
士
大
で
あ
り
、
「
満

街
人
、
都
是
聖
人
」
（
伝
下
一
一
三
）
と
い
う
良
知
現
成
論
者
の
発
言
と
「
淮

南
格
物
説
」
で
著
名
で
あ
る
。

「
淮
南
格
物
説
」
は
、
心
斎
思
想
の
中
核
で
あ
る
。
格
物
の
物
を
『
大
学
』

の
「
物
有
本
末
」
の
「
物
」
と
し
、
「
本
」
を
身
と
し
、
「
末
」
を
家
国
天
下

と
す
る
格
物
説
で
あ
る
。
こ
の
格
物
説
は
本
末
の
分
別
意
識
を
許
容
し
規
範

意
識
を
重
視
す
る
傾
向
を
示
す
本
末
格
物
説

（
一
）

と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
は
王
心
斎
に
特
有
の
も
の
で
は
な
く
広
汎
に
主
張
さ
れ
、
陽
明
学

に
限
っ
て
も
良
知
現
成
論
、
非
現
成
論
の
人
士
に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る

（
二
）

。

と
こ
ろ
で
、
心
斎
の
仲
子
の
王
東
厓
（
一
五
一
一
～
一
五
八
七
）
は
心
斎

思
想
を
ほ
ぼ
祖
述
継
承
し
た
と
言
え
る
。
し
か
し
族
弟
の
弟
子
の
王
一
庵

（
三
）

（
一
五
〇
三
～
一
五
八
一
）
は
、
心
斎
の
格
物
説
を
受
容

（
四
）

し
た
が
新
た
な

誠
意
説
を
提
唱
し
て
い
る
。
心
斎
格
物
説
を
受
容
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

何
故
心
斎
誠
意
説
と
相
違
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
し
て
一
庵
が
師
事
し
た
王
瑤
湖
は
王
龍
渓
（
一
四
九
八
～
一
五
八
四
）

と
も
親
し
く
交
流
し
陽
明
良
知
説
を
受
容
し
て
い
る

（
五
）

。
し
か
し
一
庵
は
陽

明
良
知
説
を
「
真
聖
学
要
旨
」
（
正
集
八
）
と
称
賛
し
な
が
ら
、
陽
明
の
致
良

知
説
提
唱
に
関
し
て
異
な
る
見
解
を
出
し
て
陽
明
良
知
説
を
変
質
さ
せ
て
い

る
の
で
あ
る

（
六
）

。

本
稿
は
、
一
庵
の
独
自
の
良
知
説
、
誠
意
説
を
王
心
斎
の
本
末
格
物
説

と
の
関
係
の
中
で
明
に
し
た
い
。
そ
し
て
特
異
な
一
庵
思
想
が
現
実
社
会
で

目
指
し
て
い
た
こ
と
も
考
察
し
た
い
。

第
二
章

渾
一
と
一
貫
の
思
惟
構
造

心
斎
は
、
陽
明
学
を
広
め
た
弟
子
と
し
て
王
龍
渓
と
と
も
に
挙
げ
ら
れ
る

（
七
）

。
と
も
に
良
知
現
成
論
の
提
唱
者
で
あ
る
が
、
分
別
意
識
の
有
無
に
よ
っ

て
龍
渓
の
「
渾
一
的
思
惟
」
の
現
成
論
と
心
斎
の
「
一
貫
的
思
惟
」
の
現
成

論
に
区
別
さ
れ
る
。
渾
一
的
思
惟
と
一
貫
的
思
惟
の
定
義
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。
王
陽
明
の
思
惟
は
、
諸
の
関
係
態
（
内
外
・
自
他
・
本
末
・
体
用

・
心
性
・
性
情
、
寂
感
・
未
発
已
発
・
心
身
・
心
意
知
物
等
等
）
に
分
別
意

識
を
持
ち
込
ま
ず
、
渾
然
一
体
と
し
て
把
握
す
る
。
こ
れ
が
渾
一
的
思
惟
で

あ
り
、「
無
善
無
悪
」
の
無
的
性
格
（
無
定
体
・
無
執
着
・
無
分
別
・
無
作
為
）

が
そ
の
特
質
で
あ
る
。
対
し
て
一
貫
的
思
惟
で
は
、
「
本
末
」
な
ど
の
分
別
意

識
を
許
容
す
る
た
め
に
非
渾
一
の
関
係
態
と
な
る
。
分
別
意
識
に
よ
る
渾
一

の
関
係
態
の
崩
壊
は
「
本
末
」
の
関
係
態
の
み
な
ら
ず
、
他
の
全
て
の
関
係

態
に
分
別
意
識
が
干
渉
し
連
動
波
及
す
る
。
こ
の
非
渾
一
の
場
で
次
序
を
特

質
と
す
る
思
惟
を
一
貫
的
思
惟
と
す
る
。
従
っ
て
渾
一
的
思
惟
の
龍
渓
と
一

貫
的
思
惟
の
心
斎
は
同
様
に
「
良
知
現
成
」
を
主
張
す
る
が
、
思
惟
の
体
質

は
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る

（
八
）

。

心
斎
を
一
貫
的
思
惟
と
す
る
の
は
彼
の
格
物
説
が
本
末
の
分
別
意
識
を
織
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り
込
ん
で
形
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
渾
一
的
思
惟
の
龍
渓
は
「
無
善

無
悪
是
謂
至
善
」
（
伝
上
一
〇
一
）
、
「
無
善
無
悪
是
心
之
本
体
」
（
伝
下
一
一

五
）
と
い
う
陽
明
学
の
「
無
善
無
悪
」
の
無
的
性
格
を
徹
底
し
四
無
説
（
龍

集
・
巻
一
・
天
泉
證
道
記
）
を
主
張
し
、
「
渾
然
真
体
」
の
無
分
別
を
強
調
す

る
（
九
）

。
龍
渓
は
渾
一
的
思
惟
を
純
化
さ
せ
、
主
客
内
外
を
分
別
す
る
意
識
の

残
存
を
深
刻
に
受
け
止
め
、
徹
底
的
に
追
求
除
去
す
る
た
め
「
知
本
渾
然
、

識
則
其
分
別
之
影
」
（
龍
集
・
巻
八
・
意
識
解
）
と
説
い
た
の
で
あ
る

（
十
）

。
心

斎
は
龍
渓
と
同
様
に
「
見
見
成
成
自
自
在
在
」
（
心
集
・
答
問
一
七
）
と
良
知

現
成
を
説
く
が
、
龍
渓
と
異
な
り
無
善
無
悪
を
説
か
ず
に
至
善
の
性
体
を
強

調
し
て
い
る
。
故
に
心
斎
思
想
は
渾
一
的
関
係
態
を
解
体
し
て
、
「
本
」
を
優

先
し
た
「
本
末
」
の
順
序
、
序
列
の
意
識
が
露
呈
し
て
く
る
。

さ
て
一
庵
は
二
十
四
歳
の
時
に
王
瑤
湖
に
師
事
す
る
。
瑤
湖
は
陽
明
に
師

事
し
、
龍
渓
は
陽
明
致
良
知
説
の
忠
実
な
体
得
の
姿
勢
を
評
価
し
て
い
る

（
十
一
）

。

瑤
湖
の
教
示
は
二
十
数
年
経
て
も
影
響
す
る
ほ
ど
大
き
か
っ
た
。
そ
の
翌
年

か
ら
心
斎
に
師
事
す
る
が
、
教
示
さ
れ
た
格
物
説
の
受
容
、
理
解
と
な
る
と

長
い
年
月
の
間
、
苦
闘
を
強
い
ら
れ
た
と
い
う

（
十
二
）

。
そ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

一
庵
の
瑤
湖
ー
心
斎
と
い
う
師
事
の
履
歴
と
受
容
の
経
過
を
み
る
と
、
陽

明
・
瑤
湖
の
良
知
の
渾
一
的
思
惟
と
心
斎
の
本
末
格
物
説
の
一
貫
的
思
惟
と

が
混
在
し
た
状
況
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。
つ
ま
り
渾
一
的
思
惟
は
諸
関
係
態

の
分
別
意
識
の
徹
底
的
な
排
除
を
志
向
す
る
。
故
に
一
貫
的
思
惟
と
は
質
的

に
異
な
り
、
「
渾
一
」
の
程
度
の
差
と
し
て
解
消
さ
れ
な
い
。
陽
明
の
渾
一
の

立
場
か
ら
、
心
斎
の
一
貫
の
立
場
へ
連
続
的
に
傾
斜
、
移
行
す
る
こ
と
は
で

き
ず
、
そ
の
選
択
は
深
刻
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
れ
は
思
惟
の
根
幹
に
関
わ

り
、
自
他
本
末
の
関
係
、
日
常
の
事
物
認
識
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
下
で
、
一
庵
は
如
何
な
る
思
想
を
構
築
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
三
章

逸
脱
す
る
王
一
庵
良
知
観

一
庵
思
想
の
大
略
を
見
て
お
き
た
い
。
一
庵
は
、
「
良
知
現
成
」
、
「
無
善
無

悪
」
に
言
及
し
て
い
な
い
。
ま
た
「
超
脱
」
を
全
否
定
は
し
な
い
が
、
「
吾
儒
」

で
は
な
い
「
異
学
」
の
説
で
あ
る
と
し
、
「
超
脱
」
を
喜
ぶ
者
は
「
失
事
廃
礼
」

の
自
是
独
善
の
輩
と
批
判
す
る
。
こ
れ
は
明
末
万
暦
期
に
「
無
善
無
悪
」
を

高
唱
す
る
渾
一
的
現
成
論
亜
流
が
、
既
成
の
倫
常
規
範
を
軽
視
す
る
傾
向
を

批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
彼
ら
は
「
仏
氏
の
言
」
を
用
い
て
「
心
体
」

を
証
明
し
て
い
る
輩
（
続
集
五
七
）
と
批
判
す
る
。
一
庵
は
時
代
思
潮
の
三

教
一
致
論
に
は
同
調
せ
ず
「
儒
」
の
意
識
を
明
示
し
て
儒
仏
の
分
別
を
志
向

し
た
。
故
に
一
庵
は
、
「
吾
儒
」
の
経
世
を
強
調
す
る
の
で
あ
る

（

十

三

）

。

心
斎
と
同
様
に
二
氏
を
分
別
す
る
一
庵
は
、
「
心
体
性
分
」
（
本
体
）
を
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
た
の
か
。
一
庵
の
性
説
で
注
目
す
べ
き
は
、
朱
子
学

の
「
性
善
」
を
許
容
し
、
容
易
に
「
良
知
」
に
結
び
つ
け
て
い
る
こ
と
で
あ

る
（
十
四
）

。
一
庵
の
本
体
は
、
「
純
粋
至
善
之
性
」
（
続
集
四
三
）
が
強
く
意
識
さ

れ
、
無
善
無
悪
の
「
無
的
」
体
質
と
の
隔
り
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
「
心

ー
性
」
の
関
係
も
変
質
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
庵
は
、
心
と

性
は
離
折
し
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
性
体
が
心
を
「
管
摂
」
す
る
と
い
う
。

心
と
性
を
一
体
と
し
な
が
ら
も
両
者
を
分
別
し
、
性
を
優
位
に
置
き
朱
子
学

に
近
似
し
て
く
る
の
で
あ
る

（
十
五
）

。

そ
の
一
方
で
、「
良
知
明
而
知
行
之
説
、
自
不
弁
通
」
と
い
う
（
会
語
一
七
）
。

陽
明
の
知
行
合
一
論
は
渾
一
主
体
の
「
知
（
認
識
）
」
「
行
（
実
践
）
」
を
支
え

る
「
本
心
」
（
心
之
本
体
）
の
知
的
分
相
（
明
覚
精
察
）
と
行
的
分
相
（
真
切

篤
実
）
が
「
本
心
」
に
於
い
て
「
合
一
」
と
す
る
（
全
書
・
巻
六
・
答
友
人

問
）
。
陽
明
の
知
行
論
を
継
承
す
る
龍
渓
は
「
良
知
、
良
能
」
（
『
孟
子
』
尽
心

上
）
に
基
づ
き
、
「
心
之
良
知
」
を
「
知
」
、
「
心
之
良
能
」
を
「
行
（
能
）
」

と
し
て
、「
知
・
能
」
が
本
心
に
お
い
て
渾
一
融
合
と
す
る
。
故
に
知
・
行
（
能
）

の
本
体
は
も
と
よ
り
「
合
一
」
と
説
い
て
い
る

（
十
六
）

。

一
庵
は
「
不
慮
而
知
」
が
「
知
」
、
「
不
学
而
能
」
が
「
行
」
で
あ
り
、
そ
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れ
ら
は
「
徳
性
」
に
根
ざ
す
と
す
る
。
こ
れ
は
龍
渓
の
「
知
・
行
＝
良
知
・

良
能
」
、「
良
知
良
能
是
知
行
本
体
」（
龍
集
・
卷
五
・
与
陽
和
張
子
問
答
・
一
）

と
等
し
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
一
庵
は
実
践
の
場
に
於
い
て
「
講
求

其
理
、
践
履
其
事
」
の
場
合
の
「
知
（
認
識
）
・
行
（
実
践
）
」
は
見
聞
知
識

よ
り
生
起
す
る
と
い
う
。
つ
ま
り
「
徳
性
」
（
本
体
）
に
根
ざ
す
「
知
・
行
」

と
見
聞
知
識
に
左
右
さ
れ
る
実
践
上
の
「
知
・
行
」
（
認
識
・
実
践
）
を
分
別

す
る
。
故
に
一
庵
の
「
合
一
」
の
基
地
で
あ
る
「
良
知
」
は
陽
明
の
渾
然
一

体
の
良
知
で
は
な
く
日
常
の
認
識
・
実
践
の
現
場
の｢

知
・
行
」
を
排
除
し
た

「
徳
性
」
（
良
知
本
体
）
に
制
限
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
庵
の
「
良
知
」
は
、

陽
明
、
瑤
湖
の
渾
然
一
体
の
良
知
を
根
本
的
に
変
質
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
一
庵
は
「
吾
心
霊
体
、
本
有
良
知
」
（
正
集
一
一
）
と
述
べ
「
霊
体
」

（
本
体
）
と
し
て
の
「
良
知
」
を
強
調
す
る
。
「
良
知
」
を
「
寂
然
不
動
、
不

慮
而
知
之
霊
体
」
と
限
定
し
、
「
知
是
知
非
」
は
「
寂
体
・
霊
体
」
の
「
感
通
」

の
過
程
で
「
生
化
」
（
生
成
）
す
る
と
解
釈
し
、
「
知
是
知
非
」
を
作
用
辺
と

み
て
、
本
体
か
ら
分
離
す
る
。（

十
七
）

こ
れ
は
「
知
是
知
非
」
を
渾
一
と
す
る
陽

明
、
龍
渓
と
甚
だ
し
く
異
な
る
も
の
で
あ
る

（
十
八
）

。

で
は
陽
明
が
良
知
の
自
己
展
開
と
し
て
い
た
「
致
良
知
」
は
ど
う
変
容
し

た
の
か
。
一
庵
の
特
殊
な
「
致
良
知
」
理
解
は
先
述
し
た
（
正
集
九
）
。
こ
れ

は
陽
明
の
致
知
＝
致
良
知
説
提
唱
の
事
実
と
異
な
る
。
ま
た
心
斎
は
致
良
知

を
説
い
て
お
り
、
加
え
て
一
庵
が
説
い
た
心
斎
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い

（
十
九
）

。

こ
の
よ
う
な
見
解
は
何
故
生
じ
た
の
か
。
一
庵
が
本
体
と
す
る
「
良
知
」
は
、

「
大
人
不
失
赤
子
之
知
、
明
徳
渾
全
之
体
」
「
自
完
自
足
」
（
正
九
七
）
で
あ

り
、
「
良
知
」
を
「
幇
補
」
す
る
の
で
な
い
か
ら
「
致
良
知
」
と
は
言
え
な
い

と
い
う
（
正
集
八
）
。
つ
ま
り
『
大
学
』
の
「
致
知
」
の
知
と
「
自
然
霊
体
」

で
あ
る
「
良
知
」
は
異
な
る
と
み
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
庵
は
良
知
を
「
本
体
」
と
制
限
す
る
。
故
に
「
致
良
知
」
と
は
（
作
用

已
発
辺
の
）
「
吾
心
之
知
を
致
極
」
し
て
良
知
本
体
を
着
実
に
認
識
し
、
「
本

初
純
粋
之
体
（
良
知
）
」
を
保
持
す
る
こ
と
で
あ
り
、
「
良
知
（
霊
体
）
」
対
し

て
「
致
」
（
致
極
）
す
る
の
で
は
な
い
、
と
解
釈
す
る
。
『
大
学
』
の
致
知
の

「
知
」
は
「
吾
心
之
知
（
一
般
的
な
認
識
・
認
知
）
」
の
意
な
の
で
あ
る

（
二
十
）

。

と
こ
ろ
で
一
庵
は
、
格
物
は
「
学
術
欛
柄
」
で
あ
り
「
人
心
霊
体
自
知
自

明
」
（
良
知
本
体
の
自
覚
判
断
）
は
、
必
ず
「
反
身
格
物
」
が
必
要
と
い
う
（
続

集
三
）
。
「
予
毎
論
学
必
使
従
格
物
、
認
取
良
知
」
（
続
集
四
）
と
述
べ
格
物
を

「
良
知
」
よ
り
優
先
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
庵
は
、
陽
明
の
良
知
説
は
、
ひ
と
た
び
本
体
を
内
観
す
る
と
「
良
知
真
竅
」

が
聖
賢
同
様
と
な
る
「
高
名
善
学
士
」
、
つ
ま
り
「
上
根
」
向
け
で
あ
る
と
解

釈
す
る
。
対
し
て
「
中
人
以
下
」
に
心
斎
の
本
末
格
物
説
を
配
す
る
。
「
中
人
」

は
直
ぐ
に
は
「
真
体
」
を
透
徹
で
き
な
い
の
で
必
ず
格
物
工
夫
に
よ
り
体
認

黙
識
し
、
そ
う
し
て
こ
そ
「
真
正
良
知
」
と
な
る
と
い
う
。
一
庵
の
思
想
は

「
中
人
」
を
基
点
と
す
る
の
で
あ
る

（
二
十
一
）

。

「
格
物
致
知
」
の
現
場
こ
そ
は
、
汚
染
を
被
り
真
体
を
洞
識
し
て
な
い
「
中

人
」
に
と
っ
て
内
外
、
彼
此
、
本
末
の
関
係
態
を
「
推
度
」
勘
案
す
る
中
で

「
取
正
」
（
正
集
一
四
）
を
見
極
め
、
「
良
知
本
体
」
を
確
立
す
る
手
立
て
と

な
る
。
「
中
人
」
の
「
良
知
（
本
体
）
」
は
格
物
致
知
の
場
で
の
「
心
之
絜
矩

（
推
度
）
」
に
信
頼
を
寄
せ
、
諸
関
係
が
安
定
整
序
し
て
こ
そ
、
「
良
知
潔
浄
」

は
確
保
で
き
る
の
で
あ
る

（
二
十
二
）

。

第
四
章

心
斎
格
物
説
と
一
庵
誠
意
説

上
述
の
一
庵
の
特
異
な
良
知
説
は
、「
自
然
の
霊
体
」
の
良
知
本
体
で
あ
り
、

未
発
の
至
善
の
性
体
を
内
実
と
す
る
。
こ
れ
に
基
づ
く
一
庵
の
誠
意
説
は
ど

の
よ
う
に
構
成
さ
れ
る
の
か
。
以
下
、
一
庵
の
誠
意
説
の
土
台
と
な
っ
た
心

斎
本
本
末
格
物
説
か
ら
考
察
を
進
め
た
い
。

心
斎
は
一
貫
的
思
惟
で
あ
る
か
ら
本
末
・
未
発
已
発
渾
一
と
す
る
意
念
を

前
提
と
す
る
陽
明
誠
意
説
は
説
か
な
い
。
加
え
て
心
斎
は
誠
意
説
を
「
未
妥
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貼
」
と
述
べ
て
い
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
考
え
た
の
か
。

ま
ず
心
斎
が
誠

意
説
を
「
未
妥
貼
」
と
発
言
し
た
の
は
以
下
の
「
儀
形
の
論
理
」
に
於
い
て

で
あ
る
。
「
儀
形
の
論
理
」
と
は
『
大
学
』
の
「
平
天
下
在
治
其
国
、
治
国
在

斉
其
家
、
斉
家
在
修
其
身
、
修
身
在
正
其
心
」
に
於
い
て
「
Ａ
在
Ｂ
、
Ｂ
在

Ｃ
」
の
形
式
で
連
続
す
る
が
、
「
正
心
在
誠
其
意
、
誠
意
在
致
其
知
」
と
な
ら

な
い
、
つ
ま
り
「
平
天
下

→

正
心
」
ま
で
一
貫
連
続
す
る
「
儀
形
」
の
展

開
（
「
外
」
の
規
範
が
「
内
」
に
在
る
）
が
、
正
心
ー
誠
意
ー
致
知
の
間
で
不

連
続
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
心
斎
は
こ
れ
に
注
目
す
る
。（

二
十
三
）

「
儀
形
の
論
理
」
は
正
心
ー
誠
意
ー
致
知
の
間
で
不
連
続
で
あ
り
、
「
各
の
工
夫

有
り
」
と
説
い
て
い
る

（
二
十
四
）

。
他
方
、
心
斎
は
「
物
格
而
后
知
至
。
知
至
而
后
意

誠
。
意
誠
而
后
心
正
。
～
國
治
而
后
天
下
平
。
」
（
『
大
学
』
）
と
い
う
「
本
」
か
ら

「
末
」
へ
進
む
工
夫
の
「
順
序
の
論
理
」
は
一
貫
連
続
し
て
い
る
と
見
る
。
心
斎

は
「
儀
形
の
論
理
」
と
「
順
序
の
論
理
」
の
両
面
か
ら
『
大
学
』
を
論
じ
て
い
る

の
で
あ
る
。

心
斎
は
こ
の
「
儀
形
の
論
理
」
の
「
正
心
ー
誠
意
」
の
関
係
に
於
け
る
誠
意
の

工
夫
は
「
未
妥
貼
」
と
い
う
。
つ
ま
り
「
戒
慎
恐
懼
」
を
内
実
と
す
る
「
誠
意
」

は
、
已
発
意
念
の
場
に
於
い
て
本
体
の
確
立
と
主
宰
性
の
顕
現
を
意
図
す
る
が
、

本
体
に
「
意
思
」
を
附
着
し
て
、
「
真
体
」
を
対
象
化
し
「
助
長
」
の
弊
害
が
出
て

し
ま
う
。
そ
れ
を
「
未
妥
貼
」
で
あ
る
と
し
、
「
不
曰
正
心
在
誠
其
意
」
の
論
拠
と

し
た
。
故
に
心
斎
は
「
儀
形
」｢

順
序｣

の
両
面
か
ら
み
て
「
正
心
、
固
不
在
誠
意

內
、
亦
不
在
誠
意
外
」
と
し
た
の
で
あ
る

（
二
十
五
）

。
ま
た
「
儀
形
の
論
理
」
の
「
誠

意
ー
致
知
」
の
関
係
に
於
け
る
誠
意
の
工
夫
は
「
箇
本
」
が
吾
身
に
在
る
こ
と
を

知
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
「
致
知
」
に
お
い
て
「
本
」
を
認
識
す
る
。
し

か
し
「
致
知
」
は
、
誠
意
の
「
儀
形
」
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
他
方
、
誠
意
の
工

夫
は
「
順
序
の
論
理
」
で
「
物
格
知
至
」
を
経
て
こ
そ
、
違
う
こ
と
な
く
実
践
さ

れ
る
。
従
っ
て
「
誠
意
、
固
不
在
致
知
内
、
亦
不
在
致
知
外
」
と
述
べ
た
の
で
あ

る
（
二
十
六
）

。

心
斎
は
「
儀
形
の
論
理
」
で
は
な
く
「
順
序
の
論
理
」
を
軸
と
し
、「
物
格

→

知
至

→

意
誠

→

心
正
」
と
順
序
を
ふ
ま
え
、
致
知
、
誠
意
、
正
心
の
工
夫
を
序
列
的
に

把
握
す
る
。
要
す
る
に
心
斎
は
本
末
格
物
説
の
「
物
格
而
后
知
至
」
の
基
点
に
立
脚
し

た
「
順
序
の
論
理
」
の
工
夫
を
「
大
学
の
微
旨
」
と
し
た
の
で
あ
る

（
二
十
七
）

。

以
上
が
心
斎
の
「
正
心
ー
誠
意
ー
致
知
」
の
関
係
の
概
略
で
あ
る
が
、
中

核
と
な
る
誠
意
に
つ
い
て
「
儀
形
」
と
「
順
序
」
双
方
か
ら
「
意
」
に
着
目

し
て
述
べ
た
い
。
即
ち
「
儀
形
の
論
理
」
で
の
誠
意
は
、
物
格
知
至
の
基
点

を
経
な
い
の
で
正
心
と
致
知
と
不
連
続
で
不
安
定
で
あ
り
、
已
発
意
念
の
現

場
で
の
本
体
の
確
立
、
主
宰
性
の
顕
現
に
疑
問
が
呈
さ
れ
い
た
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
心
斎
の
誠
意
の
「
意
」
は
「
心
の
所
発
・
已
発

の
意
念
」
で
あ
り
、
陽
明
・
龍
渓
と
同
じ
で
あ
る
。
陽
明
・
龍
渓
は
主
客
・

体
用
・
本
末
・
未
発
已
発
を
渾
一
と
す
る
意
念
の
現
場
に
於
い
て
本
体
の
主

宰
性
を
顕
現
す
る
。
し
か
も
八
條
目
の
工
夫
は
渾
一
で
あ
る
の
で
、
不
連
続

の
問
題
は
生
じ
な
い
。
し
か
し
心
斎
は
そ
の
意
念
の
現
場
に
立
脚
し
な
い
。

心
斎
の
本
末
格
物
説
は
分
別
意
識
を
織
り
込
み
人
為
の
干
渉
を
許
容
す
る
。

故
に
「
儀
形
の
論
理
」
で
の
誠
意
は
已
発
意
念
の
場
で
「
意
思
」
の
附
着
を

除
去
で
き
ず
本
体
を
対
象
化
す
る
た
め
、
主
宰
性
を
顕
現
で
き
な
い
の
で
あ

る
。他

方
、
「
順
序
の
論
理
」
に
於
い
て
慎
独
（
戒
慎
恐
懼
）
を
内
実
と
す
る
誠

意
は
、「
本
体
」
の
自
己
展
開
と
し
て
の
戒
慎
恐
懼
に
よ
っ
て
本
体
を
確
立
し
、

善
念
悪
念
の
生
起
す
る
已
発
意
念
の
現
場
に
於
い
て
本
体
の
主
宰
性
が
顕
現

さ
れ
る

（
二
十
八
）

。

し
か
し
基
点
の
「
物
格
知
至
」
を
強
調
す
る
「
順
序
の
論
理
」（

二
十
九
）

に
於

い
て
も
、
分
別
意
識
を
許
容
し
て
い
る
た
め
「
安
排
思
索
」
の
人
為
の
干
渉

を
払
拭
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
に
本
体
の
対
象
化
を
将
来
し
、「
儀
形
の
論
理
」
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の
「
意
思
」
の
附
着
と
同
様
の
現
象
が
生
じ
る
可
能
性
は
無
視
で
き
な
い
の

で
あ
る

（
三
十
）

。

こ
の
よ
う
に
心
斎
の
誠
意
は
「
儀
形
」
「
順
序
」
双
方
に
於
い
て
已
発
意
念
の
場

に
於
け
る
「
本
体
の
対
象
化
」
問
題
は
共
通
す
る
。
し
か
し
心
斎
は
問
題
に
解
決

の
た
め
に
、
誠
意
の
構
造
、
已
発
の
意
念
に
対
し
て
こ
と
さ
ら
に
言
及
し
て
い
な

い
。
誠
意
に
於
け
る
「
順
序
」
と
「
儀
形
」
の
不
整
合
を
内
包
し
た
ま
ま
に
、
ま

た
已
発
意
念
の
場
で
の
本
体
の
確
立
と
主
宰
性
の
顕
現
が
不
安
定
の
ま
ま
に
残
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
す
。
こ
れ
を
一
庵
は
ど
の
よ
う
に
解
消
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

さ
て
、
一
庵
は
心
斎
の
本
末
格
物
論
を
受
容
し
た
が
、
心
斎
に
「
遠
慮
」

は
し
な
い
と
し
て
新
た
な
誠
意
説
を
主
張
す
る

（
三
十
一
）

そ
の
論
拠
と
す
る
も
の

は
何
で
あ
ろ
う
か
。
一
庵
は
「
中
人
」
に
焦
点
を
定
め
て
思
想
を
構
築
し
て

い
た
。
中
人
は
前
述
の
よ
う
に
格
物
致
知
ー
良
知
本
体
の
確
立
ー
家
国
天
下

の
根
本
は
修
身
に
関
わ
る
こ
と
を
真
に
認
識
ー
主
宰
が
確
定
ー
誠
意
は
「
逼

真
」
、
と
い
う
順
序
と
な
る
。
一
庵
は
そ
の
論
拠
を
『
大
学
』
の
「
古
之
欲
明

明
德
於
天
下
者
、
先
治
其
國
、
欲
治
其
國
者
～
欲
正
其
心
者
、
先
誠
其
意
、

欲
誠
其
意
者
、
先
致
其
知
、
致
知
在
格
物
。
」
（
こ
れ
を
「
遡
源
の
論
理
」
と

称
し
て
お
く
）
に
求
め
る
。
要
す
る
に
「
物
格
知
至
」
を
経
て
、
良
知
本
体

が
顕
現
し
て
、
誠
意
が
成
立
す
る
順
序
で
あ
る
。
論
拠
と
し
た
箇
所
は
心
斎

が
取
り
上
げ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る

（
三
十
二
）

。

一
庵
の
誠
意
説
は
、
「
順
序
の
論
理
」
と
先
述
の
「
遡
源
の
論
理
」
を
根
拠

に
し
て
い
る
。
「
遡
源
の
論
理
」
は
「
順
序
の
論
理
」
と
同
様
に
一
貫
連
続
し

て
お
り
「
儀
形
の
論
理
」
の
不
連
続
が
み
ら
れ
な
い
。
故
に
心
斎
の
「
儀
形

の
論
理
」
の
「
致
知
誠
意
正
心
、
各
有
工
夫
」
（
前
出
）
に
対
し
、
正
し
く
伝

え
ら
れ
て
い
な
い
と
認
識
す
る
。
そ
し
て
「
豈
誠
意
之
外
、
復
有
正
心
之
功

乎
」
と
述
べ
、
正
心
と
誠
意
を
同
一
と
し
、
心
斎
が
「
正
心
不
在
誠
意
」
と

し
た
「
儀
形
の
論
理
」
は
考
慮
し
な
い
の
で
あ
る

（
三
十
三
）

。
そ
れ
は
何
故
可
能

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

注
目
す
べ
き
は
一
庵
が
「
意
」
を
独
自
に
解
釈
す
る
こ
と
で
あ
る
。
陽
明

の
誠
意
説
の
「
意
」
は
意
念
で
あ
り
、
意
と
念
を
分
離
し
な
い

（
三
十
四
）

。
し
か

し
一
庵
は
「
心
之
所
発
」
「
心
之
発
動
」
「
念
動
」
を
「
意
（
意
念
）
」
と
す
る

誠
意
は
、
無
効
と
し
た
の
で
あ
る
。
已
発
意
念
で
は
情
念
に
引
か
れ
流
さ
れ

誠
意
の
工
夫
は
追
い
つ
け
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
一
庵
は
「
意
」
を
「
心

の
主
宰
」
と
し
、
躍
動
す
る
心
に
相
即
し
て
「
定
向
」
を
示
し
確
然
と
し
て

「
主
宰
性
」
を
顕
現
す
る
と
す
る

（
三
十
五
）

。

一
庵
の
「
意
」
は
「
寂
然
不
動
者
（
本
体
）
」
の
位
置
を
占
め
、
「
不
慮
而

知
之
霊
体
」
が
「
自
做
主
張
、
自
裁
生
化
」
す
る
、
つ
ま
り
良
知
本
体
の
意

志
を
表
現
す
る
の
で
あ
る

（
三
十
六
）

。
こ
の
よ
う
に
一
庵
の
誠
意
説
は
未
発
本
体

の
意
志
を
明
確
に
し
、
本
体
の
確
立
と
主
宰
性
を
顕
現
す
る
か
ら
正
心
と
「
一

串
の
道
理
」
（
続
集
九
）
と
な
る
。
一
庵
が
心
斎
の
「
儀
形
の
論
理
」
を
考
慮

し
な
か
っ
た
理
由
で
あ
る
。

そ
の
「
意
」
に
お
け
る
誠
意
は
「
主
宰
」
が
一
定
し
「
邪
私
物
欲
」
は
無

縁
と
な
り
、
除
去
を
俟
た
な
く
て
も
欲
は
侵
入
せ
ず
、
防
止
を
待
た
な
く
て

も
私
は
生
起
し
な
い
と
い
う

（
三
十
七
）

。
し
か
し
現
実
の
場
で
「
中
人
」
は
格
物

致
知
の
後
の
「
悪
・
不
善
」
へ
の
対
処
が
必
要
と
な
ろ
う

（
三
十
八
）

。
已
発
の
「
悪

・
不
善
」
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
主
宰
性
を
顕
現
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一

庵
は
心
斎
の
「
念
頭
動
処
須
当
謹
」（
心
集
・
詩
・
次
答
友
人
）
に
つ
い
て
「
謹

念
」
は
「
妄
念
」
の
発
動
後
に
善
悪
を
察
識
す
る
の
で
は
な
く
、
「
主
意
」
を

定
立
し
て
念
を
妄
動
さ
せ
な
い
こ
と
す
る
。
注
意
す
べ
き
は
「
主
意
」
が
「
妄

念
」
と
分
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

（
三
十
九
）

。

つ
ま
り
一
庵
の
誠
意
説
は
、
已
発
の
意
念
を
分
離
し
、
「
意
」
を
未
発
の
良

知
本
体
の
意
志
と
し
て
抽
出
す
る
。
そ
し
て
已
発
の
「
念
動
」
「
妄
念
」
の
「
悪

・
不
善
」
に
対
し
て
良
知
本
体
の
主
宰
性
を
顕
現
し
抑
止
、
統
御
す
る
（
続

集
二
四
）
。
こ
う
し
て
心
斎
誠
意
説
に
伴
う
已
発
意
念
の
場
に
於
け
る
主
宰
性
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顕
現
の
不
安
定
さ
を
解
消
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
未
発
本
体
の
「
意
」
を
已
発
動
処
の
「
念
」
と
分
別
す
る
一
庵
は
、
「
動

之
微
、
吉
之
先
見
」
で
あ
る
「
幾
」
に
つ
い
て
も
「
心
体
上
の
幾
動
は
念
に

動
か
さ
れ
た
も
の
」
と
す
る
（
正
集
二
五
）
。
「
幾
」
を
「
心
体
」
（
本
体
）
か

ら
剥
離
し
て
已
発
領
域
に
配
置
し
、
未
発
の
良
知
本
体
を
保
護
す
る
の
で
あ

る
（
四
十
）

。
そ
し
て
独
＝
意
、
慎
＝
誠
、
「
不
覩
不
聞
」
＝
「
独
」
、
「
戒
慎
恐
懼
」

を
「
慎
」
と
し
て
慎
独
と
誠
意
を
同
義
と
す
る
。
「
動
念
之
後
」
の
功
夫
で
は

な
く
本
体
確
立
の
功
夫
だ
か
ら
で
あ
る

（
四
十
一
）

。

第
五
章

王
一
庵
思
想
と
実
践

未
発
本
体
を
重
視
し
た
一
庵
の
本
末
格
物
説
、
誠
意
説
は
、
実
践
に
於
い

て
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
庵
は
、
心
斎
の
本
末
格
物

説
は
「
修
身
立
本
」
に
主
眼
が
あ
り
事
物
上
で
「
責
人
」
を
意
図
し
て
い
な

い
と
い
う

（
四
十
二
）

。
一
庵
は
「
責
人
之
妄
念
」
（
誠
意
五
）
の
排
除
を
強
調
し
、

ま
た
「
治
人
」
よ
り
も
ま
ず
は
「
自
治
」
を
求
め
主
宰
性
を
定
立
さ
せ
、
自

己
主
張
・
心
量
膨
張
を
抑
制
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
自
治
、
自
責
」
の
重

視
は
、
そ
の
背
後
に
講
学
活
動
が
「
気
習
」
に
左
右
さ
れ
て
い
る
現
状
が
あ

る
。
故
に
「
大
抵
好
為
人
師
」
（
会
一
六
）
王
心
斎
門
下
の
風
潮
に
対
し
て
も
、

一
庵
は
「
万
世
の
師
」
を
離
群
索
居
を
戒
め
る
方
面
か
ら
肯
定
す
る
が
、
「
帝

者
の
師
」
に
つ
い
て
は
冷
静
な
判
断
を
要
求
す
る
（
正
集
五
五
）
。

さ
ら
に
心
斎
の
「
個
々
人
自
中
正
」（
心
集
・
巻
四
・
大
成
歌
）
を
援
引
し
、

良
知
と
「
中
正
」
を
結
び
つ
け
て
い
る

（
四
十
三
）

。
こ
れ
は
良
知
本
体
に
予
め
「
中

正
」
の
枠
組
を
設
定
し
、
物
格
知
至
に
お
け
る
「
取
正
」
（
正
集
三
四
）
も
そ

の
範
囲
内
に
お
さ
め
、
至
善
の
性
体
の
意
志
の
範
囲
を
明
確
化
す
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
故
に
世
間
の
「
割
股
」
の
孝
の
「
真
心
」
を
聞
見
か
ら
発
現
し
た

も
の
で
、
「
良
知
霊
竅
」
か
ら
発
現
し
た
も
の
と
は
し
な
い
。
一
庵
は
安
易
に

「
真
心
」
と
良
知
本
体
を
を
結
び
つ
け
な
い
。
「
真
心
」
の
燃
焼
を
推
進
す
る

の
で
は
な
く
、
「
良
知
之
知
、
全
体
洞
徹
」
と
述
べ
て
、
多
方
面
か
ら
検
討
判

断
す
る
と
し
て
そ
の
過
熱
を
抑
え
る
（
続
集
一
二
）
。
こ
れ
は
万
暦
期
思
潮
に

於
い
て
渾
一
良
知
の
立
場
で
「
真
心
」
が
強
調
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
万
物
一
体
論
の
心
量
膨
張
に
対
し
て
「
言
動
軽
浮
」
を
指
摘
し
、
冷
静

な
姿
勢
を
示
す
の
で
あ
る

（
四
十
四
）

。

一
庵
思
想
は
、
心
・
性
、
未
発
・
已
発
、
意
・
念
の
分
別
意
識
を
鮮
明
に

し
た
一
貫
的
思
惟
な
の
で
渾
一
的
良
知
現
成
論
の
立
場
か
ら
み
る
と
、
確
か

に
「
無
善
無
悪
」
の
既
成
価
値
超
脱
の
無
的
姿
勢
は
乏
し
い
。
し
か
し
、
「
至

善
」
本
体
の
主
宰
性
顕
現
は
内
面
の
「
自
責
」
「
自
治
」
の
深
化
を
も
た
ら
し
、

宗
族
・
地
域
間
で
着
実
な
実
践
を
志
向
す
る
も
の
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か

（
四
十
五
）

（
正
集
七
七
・
続
集
二
〇
・
一
〇
四
）
。

渾
一
的
良
知
現
成
論
の
既
成
価
値
超
脱
が
奔
流
す
る
三
教
一
致
の
万
暦
期

思
潮
の
中
で
、
一
庵
は
そ
の
規
範
超
脱
、
心
量
の
過
熱
膨
張
を
抑
制
す
る
「
儒
」

の
意
識
、
規
範
意
識
を
鮮
明
に
し
、
現
実
社
会
へ
の
実
効
性
の
有
無
に
焦
点

を
定
め
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
そ
れ
を
支
え
る
一
庵
の
意
と
念
を
分

離
す
る
新
た
な
誠
意
説
の
提
唱
は
、
江
右
王
門
の
王
塘
南
（
一
五
二
二
～
一

六
〇
五
）
、
劉
念
台
（
一
五
七
八
～
一
六
四
五
）
の
先
駆
で
あ
り

（
四
十
六
）

、
明
末

思
潮
に
於
い
て
看
過
で
き
な
い
志
向
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

注

（
一
）
こ
の
本
末
格
物
説
を
主
張
す
る
思
想
は
本
末
分
別
意
識
を
織
り
込
ん

で
い
る
。
拙
稿
１
「
良
知
現
成
論
者
の
考
察
ー
渾
一
と
一
貫
の
指
点
か

ら
ー
」
（
日
本
中
国
学
会
報
・
第

集
二
〇
〇
六
）
参
照
。

58

（
二
）
拙
稿
２
「
陽
明
学
に
お
け
る
本
末
格
物
説
の
考
察
ー
羅
念
庵
・
胡
盧

山
を
中
心
に
し
て
ー
」
（
活
水
文
論
集
・
第
五
十
四
集
・
二
〇
一
一
）
、

「
王
塘
南
の
思
想
ー
『
古
本
大
学
』
と
『
石
経
大
学
』
の
解
釈
を
と
お
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し
て
ー
」
（
活
水
日
文
・
第
五
十
六
号
・
二
〇
一
四
）
、
「
劉
念
台
の
王

心
斎
格
物
説
評
価
に
つ
い
て
」
（
活
水
論
文
集
・
第
五
十
八
集
・
二
〇

一
五
）
、
「
潘
平
格
の
思
想
ー
王
心
斎
本
末
格
物
説
と
の
関
連
を
通
し
て

ー
」
（
九
州
中
国
学
会
報
・
第
五
十
五
巻
・
二
〇
一
七
）
、
中
純
夫
「
本

末
格
物
論
攷
」
（
日
本
中
国
学
会
報
・
第

集
二
〇
一
〇
）
を
参
照
。

62

ま
た
心
斎
本
末
格
物
説
に
つ
い
て
本
邦
の
伊
藤
仁
斎
は
「
明
王
心
斎
者

著
格
物
論
亦
与
鄙
見
合
。
皆
於
本
文
、
自
有
明
根
拠
。
」
（
「
大
学
定
本
」

八
丁
表
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
三
）
王
一
庵
研
究
の
主
な
も
の
は
、
吉
田
公
平
「
王
一
庵
の
誠
意
説
」
（
『
陸

象
山
と
王
陽
明
』
Ⅲ
第
五
節
に
所
収
・
一
九
九
〇
。
初
出
は
「
王
一
庵

の
思
想
ー
誠
意
説
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
日
本
中
国
学
会
報

集
一
九
七

29

七
）
。
銭
明
『
陽
明
学
的
形
成
与
発
展
』
（
第
三
章
「
陽
明
学
派
主
意
説

的
形
成
与
終
結
」
二
〇
〇
二
）
、
呉
震
『
泰
州
学
派
研
究
』（
第
三
章
「
王

棟
：
誠
意
慎
独
之
学
」
二
〇
〇
九
）
。
な
お
本
稿
は
拙
稿
「
王
一
庵
の

誠
意
説
ー
王
心
斎
と
の
関
係
の
中
で
」
（
『
哲
学
資
源
と
し
て
の
中
国
思

想
ー
吉
田
公
平
教
授
退
休
記
念
論
集
』
所
収
・
二
〇
一
三
・
研
文
出
版
）

と
重
な
る
部
分
が
あ
る
。
○
王
心
斎
（
名
艮
、
字
汝
止
、
心
齋
号
）
、

王
一
庵
（
名
棟
、
字
隆
吉
、
一
菴
号
。
）
王
東
厓
（
名
襞
、
字
宗
順
、

東
厓
号
）
。

○
本
稿
資
料
の
『
王
文
成
公
全
書
』
は
「
全
書
」
、
『
伝
習
録
』
は
「
伝
」
、
『
一

庵
王
先
生
遺
集
』
（
四
庫
全
書
存
目
叢
書
）
の
内
「
会
語
正
集
」
は
「
正

集
」
、｢

会
語
」
は
「
会
語
」
、
「
会
語
続
集
」
は
「
続
集
」
、
「
誠
意
問
答
」

（
『
明
儒
学
案
』
所
収
）
は
「
誠
意
」
、『
心
斎
王
先
生
全
集
』（
崇
禎
刊
）

は
「
心
集
」
、
「
心
集
」
中
の
「
巻
三
答
問
補
遺
」
は
「
答
問
」
、
『
王
東

厓
集
先
生
遺
集
』（
袁
承
業
所
編
本
）
は
「
東
集
」
、『
王
龍
渓
全
集
』（
道

光
二
年
刻
本
）
は
「
龍
集
」
、
『
明
儒
学
案
』
は
「
明
儒
」
に
略
す
。
資

料
中
の
傍
線
、
（

）
、
『

』
は
筆
者
が
記
入
。

（
四
）
「
先
師
之
学
、
主
於
格
物
（
中
略
）
格
如
格
式
、
有
比
則
推
度
之
義
、

物
之
所
取
正
者
也
。
」
（
正
集
一
五
）
、
「
先
師
云
格
即
絜
矩
之
義
。
（
中

略
）
絜
度
於
心
、
孰
本
孰
末
、
機
要
得
矣
。
」
（
続
集
七
）

（
五
）
「
全
書
・
巻
五
・
与
王
公
弼
・
一
」
参
照
。

（
六
）
「
良
知
無
時
而
昧
、
不
必
加
致
、
・
・
・
故
学
者
之
於
良
知
、
亦
只
要

識
認
此
体
端
的
便
了
、
不
消

更
迹
致
字
。
先
師
云
明
翁
初
講
致
良
知
、

後
来
只
説
良
知
、
伝
之
者
自
不
察
耳
。
」
（
正
集
一
〇
）

（
七
）
「
明
儒
・
巻
三
二
・
泰
州
学
案
」
参
照
。

（
八
）
「
渾
一
」
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
「
未
発
之
中
、
即
良
知
也
、
無

前
後
内
外
、
而
渾
然
一
体
者
也
。（
中
略
）
良
知
無
分
於
寂
然
感
通
也
。
」

（
伝
・
中
・
陸
元
静
）
「
物
格
而
後
知
至
、
知
至
而
後
意
誠
、
意
誠
而

後
心
正
、
心
正
而
後
身
修
。
蓋
其
功
夫
條
理
雖
有
先
後
次
序
之
可
言
、

而
其
体
之
惟
一
、
実
無
先
後
次
序
之
可
分
。
其
條
理
功
夫
雖
無
先
後
次

序
之
可
分
、
而
其
用
之
惟
精
、
固
有
纖
毫
不
可
得
而
缺
焉
者
。
」
（
全
書

・
巻
二
六
・
大
学
問
）
、
「
（
八
条
目
の
）
條
目
者
、
功
夫
先
後
之
次
第
、

如
環
之
相
連
、
不
可
以
節
段
分
也
。
」（
龍
集
・
巻
八
・
大
学
首
章
解
義
）
、

「
一
念
霊
明
、
従
混
沌
立
根
基
」
（
龍
集
・
卷
七
・
龍
南
山
居
会
語
）
。

（
九
）
以
下
を
参
照
。
「
是
非
亦
是
分
別
相
、
良
知
本
無
知
、
不
起
分
別
之
意
、

方
是
真
是
真
非
。
（
中
略
）
孟
氏
云
、
是
非
之
心
、
知
之
端
也
。
端
即

是
発
用
之
機
、
其
云
性
善
、
乃
其
渾
然
真
体
、
本
無
分
別
。
見
此
方
謂

之
見
性
、
此
師
門
宗
旨
也
。
」
（
龍
・
卷
七
・
龍
南
山
居
会
語
）
。

（
十
）
「
龍
集
・
巻
十
一
・
答
劉
凝
斎
・
三
書
」
参
照
。
「
法
塵
分
別
影
事
」

は
「
縦
一
切
滅
見
聞
覺
知
、
内
守
幽
閑
、
猶
法
塵
分
別
影
事
。
」
（
首
楞

嚴
義
疏
注
經T

1
9

・1
0
9
a

）
を
参
照
。

（
十
一
）「
全
書
・
巻
六
・
与
王
公
弼
」
、「
龍
集
・
巻
一
三
・
王
瑤
湖
文
集
序
」

参
照
。
王
瑤
湖
の
伝
記
に
つ
い
て
は
『
鄒
守
益
集
』
（
巻
二
一
・
瑤
湖

王
君
墓
誌
銘
）
、
『
新
修
南
昌
府
志
』
（
巻
一
九
・
人
物
・
万
暦
一
六
年
）
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参
照
。

（
十
二
）
「
某
初
聞
先
師
格
物
説
、
苦
為
旧
説
牽
纏
、
再
三
致
疑
思
弁
、
体
貼

数
十
年
、
方
始
渙
然
氷
釈
。
而
或
者
猶
以
某
為
過
信
師
説
。
審
如
是
予

其
自
誣
而
誣
人
者
哉
。
」
（
続
集
七
四
）

（
十
三
）

「
二
氏
初
未
識
心
性
本
然
分
量
、
（
中
略
）
吾
儒
所
以
必
主
経
世

為
功
業
者
、
亦
其
心
体
性
分
所
当
然
故
耳
。
」
（
会
語
一
二
）

（
十
四
）
「
（
『
中
庸
』
「
不
明
乎
善
、
不
誠
乎
身
矣
」
）
善
即
朱
子
所
謂
人
性
皆

善
（
『
論
語
集
注
』
学
而
篇
）
之
善
。
人
人
良
知
自
具
仁
義
礼
智
、
自

知
孝
悌
忠
信
所
謂
不
加
毫
末
万
善
趣
焉
者
也
。
」
（
続
集
一
〇
二
）

（
十
五
）
「
性
是
心
所
生
之
理
而
為
仁
義
礼
智
之
徳
者
也
。
心
無
性
生
於
中
、

則
心
止
為
血
肉
之
躯
。
惟
能
知
覚
作
用
而
已
。
不
足
謂
之
心
也
。
性
不

管
摂
於
心
、
則
仁
義
礼
智
、
皆
為
長
物
而
無
応
感
時
出
之
妙
。
豈
足
謂

之
性
哉
。
心
之
与
性
離
折
不
開
。
（
中
略
）
心
非
外
乎
性
者
也
。
・
・
性

非
外
乎
心
者
也
。
」
（
続
集
四
二
）
。

（
十
六
）
「
聖
人
之
学
、
不
失
其
本
心
而
已
。
心
之
良
知
謂
之
知
、
心
之
良
能

謂
之
行
。
孟
子
只
言
知
愛
知
敬
、
不
言
能
愛
能
敬
。
知
能
処
即
是
知
、

能
知
処
即
是
能
、
知
行
本
体
原
是
合
一
者
也
。
『
知
之
真
切
篤
実
処
謂

之
行
、
行
之
明
覚
精
察
処
謂
之
知
』
（
全
書
・
巻
六
・
答
友
人
問
）
、
知

行
功
夫
、
本
不
可
離
。
（
中
略
）
知
非
篤
実
、
是
謂
虚
妄
、
非
本
心
之

知
矣
。
行
非
精
察
、
是
謂
昏
冥
、
非
本
心
之
行
矣
。
故
学
以
不
失
其
本

心
者
、
必
盡
知
行
合
一
之
功
、
而
後
能
得
知
行
合
一
之
体
。
」
（
龍
集
・

巻
十
・
答
呉
悟
斎
）

（
十
七
）
「
陽
明
先
生
提
掇
「
良
知
」
二
字
・
・
・
。
今
人
只
以
知
是
知
非
為

良
知
、
此
猶
未
悟
。
良
知
自
是
人
心
寂
然
不
動
、
不
慮
而
知
之
霊
体
、

其
知
是
知
非
、
則
其
生
化
於
感
通
者
耳
。
」
（
正
集
八
）

（
十
八
）
「
是
非
之
心
、
不
慮
而
知
、
不
学
而
能
、
所
謂
良
知
也
。
」
（
伝
中
・

答
聶
双
江
一
）
、「
良
知
知
是
知
非
而
善
悪
自
弁
、
是
謂
本
来
面
目
。
」（
龍

集
・
卷
五
・
与
陽
和
張
子
問
答
一

）
参
照
。

（
十
九
）
「
良
知
者
真
実
無
妄
之
謂
也
。
自
弁
是
与
非
。
（
中
略
）
此
致
良
知

之
道
也
。
」
（
心
集
・
巻
三
・
奉
緒
山
先
生
書
）

（
二
十
）
「
明
翁
是
於
孟
子
不
慮
而
知
処
、
提
出
良
知
二
字
、
指
示
人
心
自
然

霊
体
、
与
大
学
致
知
不
同
。
」
（
正

集
九
）
。
「
所
謂
致
良
知
者
、
謂
致

極
吾
心
之
知
、
俾
不
欠
其
本
初
純
粹
之
体
、
非
於
良
知
上
復
加
致
也
。
」

（
続
集
一
）

（
二
十
一
）
「
高
名
善
学
士
、
但
一
収
摂
精
神
内
観
本
体
、
則
夫
天
性
虚
霊
、

精
粹
皎
潔
、
而
良
知
真
竅
、
自
与
聖
賢

同
明
。
由
此
涵
養
充
拓
（
中

略
）
此
明
翁
専
以
良
知
教
人
之
本
旨
也
。
中
人
以
下
、
一
時
未
能
洞
識

真

体
、
則
其
方
寸
之
中
、
恍
惚
疑
似
、
雖
有
知
覚
而
気
質
習
染
見
聞

情
識
、
皆
能
混
之
。
故
必
有
格
物
工

夫
、
体
認
黙
識
、
方
是
知
至
、

方
是
真
正
良
知
。
此
則
大
学
詳
為
学
者
立
法
、
而
先
師
復
主
格
物
之
本

旨
也
。

予
毎
論
学
必
使
従
格
物
、
認
取
良
知
以
此
」
（
続
集
四
）

（
二
十
二
）
「
良
知
雖
人
人
自
有
、
多
為
見
聞
情
識
所
混
、
識
認
不
真
。
（
中

略
）
必
有
格
物
之
学
、
以
良
知
為
靠
心
絜
矩
、
務
使
内
不
失
己
外
不
失

人
、
彼
此
皆
安
而
本
末
不
乱
、
方
是
良
知
潔
浄
、
而
不
為
見
聞
情
識
之

所
混
也
。
故
曰
、
致
知
在
格
物
。
物
格
而
後
知
至
。
」
（
正
集
三
五
）

（
二
十
三
）
「
大
学
謂
齊
家
在
修
其
身
、
修
身
在
正
其
心
、
何
不
言
正
心
在
誠

其
意
、
惟
曰
所
謂
誠
其
意
者
。
不
曰
誠
意
在
致
其
知
、
而
曰
致
知
在
格

物
、
物
格
而
後
知
至
、
知
至
而
後
意
誠
、
意
誠
而
後
心
正
。
此
亦
是
喫

緊
去
処
、
先
儒
皆
不
曾
細
看
。
夫
所
謂
平
天
下
在
治
其
國
者
、
言
國
治

了
而
天
下
之
儀
形
在
是
矣
。
所
謂
治
國
在
齊
其
家
者
、
家
齊
了
而
國
之

儀
形
在
是
矣
。
所
謂
齊
家
在
修
其
身
、
修
身
在
正
其
心
者
皆
然
也
。
至

於
正
心
、
卻
不
在
誠
意
、
誠
意
不
在
致
知
。
誠
意
而
後
可
以
正
心
、
知

至
而
後
可
以
誠
意
。
」
（
心
集
・
答
問
九
）

（
二
十
四
）
「
大
学
言
平
天
下
在
治
其
国
、
治
国
在
齊
其
家
、
齊
家
在
修
其
身
、
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修
身
在
正
其
心
。
而
正
心
不
言
在
誠
其
意
、
誠
意
不
言
在
致
其
知
、
可

見
致
知
。
誠
意
、
正
心
、
各
有
工
夫
、
不
可
不
察
也
。
」
（
心
集
・
巻
三

語
録
五
）

（
二
十
五
）
「
夫
戒
慎
恐
懼
、
誠
意
也
。
然
心
之
本
体
、
原
著
不
得
纖
毫
意
思

的
、
才
著
意
思
、
便
有
所
恐
懼
、
便
是
助
長
、
如
何
謂
之
正
心
。
是
誠

意
功
夫
猶
未
妥
貼
。
必
須
掃
蕩
清
寧
、
無
意
無
必
、
不
忘
不
助
、
是
他

真
体
存
存
、
才
是
正
心
。
然
則
正
心
固
不
在
誠
意
內
、
亦
不
在
誠
意
外
。
」

（
心
集
・
答
問
九
）

（
二
十
六
）
「
若
要
誠
意
、
卻
先
須
知
得
個
本
在
吾
身
、
然
後
不
做
差
了
。
又

不
是
致
知
了
便
是
誠
意
。
須
物
格
知
至
而
後
好
去
誠
意
、
則
誠
意
固
不

在
致
知
內
、
亦
不
在
致
知
外
。
」
（
心
集
・
答
問
九
）

（
二
十
七
）
「
故
須
物
格
而
後
知
至
、
知
至
而
後
有
意
誠
工
夫
。
意
誠
而
後
有

正
心
功
夫
。
所
謂
正
心
不
在
誠
其
意
、
誠
意
不
在
致
其
知
者
、
如
此
也
。

悟
此
大
学
微
旨
否
。
」
（
心
集
・
答
問
九
）

（
二
十
八
）
「
此
卻
是
中
、
卻
是
性
、
戒
慎
恐
懼
此
而
已
矣
。
（
中
略
）
常
是

此
中
、
則
善
念
動
自
知
、
悪
念
動
自
知
、
善
念
自
克
、
悪
念
自
去
。
如

此
慎
独
、
便
可
知
立
大
本
。
」
（
心
集
・
答
問
一
九
）

（
二
十
九
）「
物
格
知
至
、
知
本
也
。
誠
意
正
心
修
身
、
立
本
也
。
本
末
一
貫
。
」

（
心
集
・
答
問
七
）

（
三
十
）
「
戒
慎
恐
懼
、
莫
離
却
不
覩
不
聞
。
不
然
便
入
於
有
所
戒
慎
、
有
所

恐
懼
矣
。
」（
心
集
・
巻
三
・
語
録
六
〇
）
、「
纔
着
意
、
便
是
私
心
。
」（
同

上
語
録
七
）
、
「

只
心
有
所
向
、
便
是
欲
。
有
所
見
、
便
是
妄
。
既
無

所
向
、
又
無
所
見
。
」
（
心
集
・
巻
四
・
与
兪
純
夫
）
参
照
。

（
三
十
一
）
「
不
以
意
為
心
之
所
発
、
雖
是
自
家
体
験
見
得
如
此
、
然
頗
自
信

心
同
理
同
、
可
以
質
諸
千
古
而
不
惑
。
豈
以
未
嘗
聞
之
先
師
而
避
諱
之

哉
。
」
（
正
集
五
九
）

（
三
十
二
）
「
特
人
気
稟
習
染
有
偏
重
、
見
聞
情
識
有
偏
長
。
故
必
有
格
物
之

学
、
体
認
而
黙
識
之
。
然
後
良
知
本
体
潔
浄
完
全
、
真
知
家
国
天
下
之

本
、
実
係
自
修
其
身
、
而
主
宰
確
定
則
誠
意
工
夫
、
方
始
逼
真
。
蓋
立

本
之
知
、
既
已
昭
明
而
不
惑
則
反
身
之
念
、
亦
自
真
実
而
不
欺
矣
。
故

曰
、
欲
誠
其
意
者
、
先
致
其
知
、
致
知
在
格
物
。
（
中
略
）
蓋
物
格
知

至
、
方
是
識
得
原
本
性
霊
、
無
貳
無
雑
、
方
是
謂
之
良
知
。
」（
正
集
九
）
」

（
三
十
三
）
「
此
恐
伝
之
或
失
其
真
。
（
中
略
）
今
言
誠
意
致
知
、
工
夫
各
別
、

似
亦
無
可
疑
者
。
而
曰
正
心
不
在
誠
意
、
豈
誠
意
之
外
、
復
有
正
心
之

功
乎
。
」
（
正
集
五
八
）

（
三
十
四
）
陽
明
の
意
念
不
分
離
は
以
下
を
参
照
。「
意
与
良
知
当
分
別
明
白
。

凡
応
物
起
念
処
、
皆
謂
之
意
。
意
則
有
是
有
非
、
能
知
得
意
之
是
与
非

者
、
則
謂
之
良
知
。
依
得
良
知
、
即
無
有
不
是
矣
。
」
（
全
書
・
巻
六
・

答
魏
師
説
）

（
三
十
五
）
「
大
学
誠
意
為
心
之
所
発
。
是
不
免
於
発
後
求
誠
、
・
・
」
（
会
語

一
三
）

「
旧
謂
意
者
心
之
所
発
、
教
人
審
幾
於
念
動
之
初
。
竊
疑
念
既
動
矣
、
誠
之

奚
及
。
蓋
自
身
之
主
宰
而
言
謂
之
心
、
自
心
之
主
宰
而
言
、
謂
之
意
。

心
則
虚
霊
而
善
応
、
意
有
定
向
而
中
涵
、
非
謂
心
無
主
宰
頼
意
主
之
。

自
心
虚
霊
之
中
確
然
有
主
者
、
而
名
之
曰
意
耳
。
大
抵
心
之
精
神
、
無

時
不
動
。
故
其
生
機
不
息
、
妙
応
無
方
。
然
必
有
所
以
主
宰
乎
其
中
而

寂
然
不
動
者
。
所
謂
意
也
、
猶
俗
言
主
意
之
意
（
中
略
）
人
心
所
以
能

応
萬
變
而
不
失
者
、
只
縁
立
得
這
主
宰
於
心
上
、
自
能
不
慮
而
知
。
不

然
、
孰
主
張
是
、
孰
綱
維
是
。
聖
狂
之
所
以
分
、
只
爭
這
主
宰
誠
不
誠

耳
。
若
以
意
為
心
之
発
動
、
情
念
一
動
便
屬
流
行
。
而
曰
及
其
乍
動
未

顯
之
初
、
用
功
防
慎
、
則
恐
恍
愡
之
際
、
物
化
神
馳
、
雖
有
敏
者
、
莫

措
其
手
。
聖
門
誠
意
之
学
、
先
天
易
簡
之
訣
、
安
有
此
作
用
哉
。
」
（
正

集
二
一
）

（
三
十
六
）
「
意
是
心
之
主
宰
、
以
其
寂
然
不
動
之
処
、
単
単
有
個
不
慮
而
知
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之
霊
体
、
自
做
主
張
、
自
裁
生
化
。
」
（
正
集
二
四
）
。

（
三
十
七
）
「
大
学
誠
意
本
説
心
之
主
宰
。
主
宰
一
定
自
邪
私
物
欲
可
干
、
此

先
天
易
簡
之
真
機
、
不
俟
去
而
欲
自
不
侵
、
不
待
防
而
私
自
不
起
者
。
」

（
会
語
一
三
）

（
三
十
八
）
「
但
後
之
学
者
、
遂
分
所
発
有
善
悪
二
端
。
殊
不
知
格
致
之
後
、

有
善
而
無
悪
、
若
悪
念
已
発
而
後
着
力
、
則
猶
恐
有
不
及
者
矣
。
」
（
誠

意
八
）

（
三
十
九
）
「
謹
念
是
戒
其
莫
動
妄
念
、
非
於
動
後
察
善
悪
也
。
亦
是
立
定
主

意
、
再
不
妄
動
之
義
。

且
予
所
謂
意
猶
主
意
。
非
是
泛
然
各
立
一
意
、

便
可
言
誠
。
蓋
自
物
格
知
至
而
来
、
乃
決
定
自
以
修
身
立
本
之
主
意
也
。
」

（
正
集
五
九
）

（
四
十
）
「
後
儒
因
欲
審
察
心
中
幾
動
、
弁
其
善
悪
而
克
遏
之
。
如
此
用
功
、

真
難
湊
泊
。
（
中
略
）
幾
者
動
之
微
、
吉
之
先
見
者
也
。
則
幾
字
是
在

交
際
事
幾
上
見
、
非
心
体
上
有
幾
動
也
。
心
体
上
有
幾
動
、
則
是
動
於

念
。
」
（
正
集
二
五
）

（
四
十
一
）
「
誠
意
工
夫
在
慎
独
、
独
即
意
之
別
名
、
慎
即
誠
之
用
力
者
耳
。

（
中
略
）
知
誠
意
之
為
慎
独
、
則
知
用
力
於
動
念
之
後
者
、
悉
無
及
矣
。

故
独
在
中
庸
謂
之
不
睹
不
聞
、
慎
在
中
庸
謂
之
戒
慎
恐
懼
。
故
慎
本
厳

敬
而
不
懈
怠
之
謂
、
非
察
私
而
防
欲
者
也
。
」
（
正
集
二
四
）

（
四
十
二
）
「
況
先
師
原
初
主
張
格
物
宗
旨
、
只
是
要
人
知
得
吾
身
是
本
、
專

務
修
身
立
本
、
而
不
責
人
之
意
、
非
欲
其
零
零
碎
碎
於
事
物
上
作
商
量

也
。
夫
何
疑
哉
。
」
（
続
集
五
）
。
（
続
集
七
）
参
照
。

（
四
十
三
）
「
蓋
是
（
大
成
歌
）
指
点
人
良
知
所
自
有
的
中
正
。
（
中
略
）
若

論
良
知
本
性
、
自
無
過
自
無
不
及
、
自
無
不
大
中
至
正
。
有
不
然
者
非

良
知
也
。
」
（
続
集
九
九
）

（
四
十
四
）「
人
戲
言
戲
動
最
害
事
。
朋
輩
中
往
々
有
識
得
仁
体
担
当
大
任
者
、

而
言
動
軽
浮
、
終
見
植
立
不
起
。
是
気
壹
足
以
動
志
。
」
（
続
集
一
七
）

（
四
十
五
）
森
紀
子
『
転
換
期
に
に
於
け
る
中
国
儒
教
運
動
』
（
二
〇
〇
五
）

一
〇
三
頁
「
地
域
社
会
に
根
付
い
た
改
良
者
と
し
て
の
泰
州
学
派
の
基

層
的
性
格
」
と
い
う
指
摘
は
示
唆
に
富
む
。

（
四
十
六
）
王
塘
南
、
劉
念
台
も
本
末
格
物
説
で
あ
っ
た
こ
と
も
注
意
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
前
出
注
（
二
）
の
拙
稿
を
参
照
。
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